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８． CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）を参照した分析方法 

本調査における CEFR レベルの算出は、「生徒質問紙」に掲載の「英語 CAN-DO アンケ

ート」への回答結果をもとに分析した。「英語 CAN-DO アンケート」の各アンケート項目

は、CEFR のリーディング、リスニング、ライティング、スピーキング（発表）、スピーキ

ング（やりとり）の各レベル A1～B2 に対応した CAN-DO 記述をベースにしつつ、さらに

A1 を 3 段階に、また A2～B2 を各 2 段階に細分化した、文部科学省・科学研究費助成事業

の CEFR-J 研究開発チーム（代表：投野由紀夫）の研究成果を用いた。 

 
○「英語 CAN-DO アンケート」で用いた CEFR レベル段階数： 

B2 レベル→ B2.1、B2.2 の 2 段階（B2.1 よりも B2.2 が高いレベル） 

B1 レベル→ B1.1、B1.2 の 2 段階（B1.1 よりも B1.2 が高いレベル） 

A2 レベル→ A2.1、A2.2 の 2 段階（A2.1 よりも A2.2 が高いレベル） 

A1 レベル→ A1.1、A1.2、A1.3 の 3 段階（A1.1 よりも A1.2 が、A1.2 よりも A1.3 が 

高いレベル） 

※P. 14～15 参照 

 
また、各アンケート項目への回答は、以下の例のような 4 つの選択肢の中から当てはま

るものを 1 つ回答する形式とした。 

 
○アンケート質問例： 

 簡単な英語で表現されていれば、旅行ガイドブック、レシピなど実用的・具体的で内容

が予想できるものから必要な情報を探すことができる。 
① 経験あり。できる 

  ② 経験あり。できない  

  ③ 経験なし。できると思う 

  ④ 経験なし。できないと思う 

 
集計に当たっては、各アンケート項目で記述している言語活動が「できる（can）」と判

定する方法を以下の基準に従って求め、「できる（can）」と判定された回答者（＝受験者）

の英語テストのスコアと CEFR レベルとの閾（しきい）値を設定した。 
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○閾値の設定方法： 

・「英語 CAN-DO アンケート」への各回答のうち、「経験あり。できる」と「経験なし。

できると思う」の二つを当該言語活動が「できる（can）」の回答とみなし、「経験あ

り。できない」と「経験なし。できないと思う」の二つを当該言語活動が「できない

（can’t）」の回答とみなした。 

・アンケート回答者のスコアが高まるにつれて、「できない（can’t）」の回答割合が減

少していき、一方で「できる（can）」の回答割合が増加する。そこで、アンケート回

答の「できる（can）」の割合が 60%3を上回っている CEFR レベルを抽出して、英語

テストの技能別スコア帯に対応した CEFR レベルとした。 

 
・英語テストの技能別スコア帯に対応した CEFR レベルを決定する際、A1 レベルを細  

分化した 3 段階のうちの 2 段階目、また A2～B2 レベルを細分化した各 2 段階のうち

より高い 2 段階目のアンケート項目において「できる（can）」の割合が 60%を上回

っている CEFR レベルを、英語テストの技能別スコア帯に対応した CEFR レベルと

した。 

 

 

                                                   
3   本調査における 60%という cut point の設定については、これまでの様々な調査結果から｢日本人学

習者は自分の能力を過小評価する傾向にあること」、「より確実な can-do 項目とするためには、50%よ

りも高い位置に cut point を設定した方がよいこと」がわかっており（ベネッセコーポレーション、

「『GTEC for STUDENTS 推奨スコアガイドライン』作成調査報告」、2011 年）、60%を選択した。な

お、これよりももっと高いところに cut point を設定すれば更に確実性は高まるが、一方で学習者が「で

きる」と言えることが減少していくことを想定した。 
 

 
左記Listening A2.2を例にとる

と、A2.2 のアンケート項目「スポ

ーツ・料理などの一連の行動を、

ゆっくりはっきりと指示されれ

ば、指示通りに行動することがで

きる。」に対して、「できる（can）」
の回答が60%を上回るスコア帯は

140 点となるため、これを A2.2
の閾（しきい）値とした。 
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【参考】CEFR-J ディスクリプター（A1.1～B2.2 のみ抜粋） 

○読むこと 

 
○聞くこと 

 
○書くこと 

 
○話すこと（発表） 
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○話すこと（やりとり） 

 
【参考】CEFR（Common European Framework of Reference for Languages：ヨーロッ 

パ言語共通参照枠） 
・CEFR は、語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評
価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会（Council of 
Europe）が発表した。現在、欧州域内外で使われている。 

・欧州域内では、国により、CEFR の「共通参照レベル」が、初等教育、中等教育を通じた目標として
適用されたり、欧州域内の言語能力に関する調査を実施する際に用いられたりしている。 
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【参考】各試験団体のデータによる CEFR との対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


